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鬼師の世界

黒地 山下鬼瓦 と白地 山下鬼瓦 白地

高 原 隆

いよいよ 『鬼師の世界』(高原2002、2003、

2004)は 黒地 と白地が混(交)ざ る領域へ と入

ることになる。その様子を見ることが出来るの

が、これか ら紹介していく山下鬼瓦である。実

はすでに先例があり、すでに書いている鬼板屋、

萩原製陶所がそ うである。 もともと土管屋で

あったものが、昭和40年 ごろ、土管屋を廃業

して、プレスの白地屋になり、次の世代である

萩原慶二、尚の兄弟が この家業を継 ぐ過程で、

弟の尚が手作 りの 「鬼師の世界」に目覚め、黒

地へと変化 していっている。(高原2008)

山下鬼瓦の場合も大枠においては萩原製陶所

の場合 と似ている。昭和40年 にプレスの白地屋

として始まり、二代目になって手作 りの鬼師に

なっていった鬼板屋である。初代がプレス製造

を維持 しながら、手作 りの鬼瓦を二代目が作っ

ているところも同じである。ただ、山下鬼瓦の

場合、二代目が身に付けた鬼師の技が、現在な

お修業中とはいえ、本格派の技の切れ味を持つ

に至っているところが特徴 といえる。鬼師を先

代に持たないプレスの白地屋から手作 りの鬼師

になることは限りなく難 しく、先行例である萩

原尚が自ら実証済みである。そうした厳 しい環

境の中からいかに気鋭の次世代を担う鬼師が誕

生していったのかをこれから物語ってみたい。

山下鬼瓦白地エピソー ド

まず本題 に入 る前に ここに失敗談をエ ビ

ソー ドとしてのせたい。私はずっと対象となる

鬼板屋を 「山下鬼瓦」だ と思っていた。 ところ

が副題にあるように 「山下鬼瓦白地」となって

いる。 ここまではまだいいのだが、実際に原稿

を書いている現在は2010年8月27日 である。

これまでに収集 してきた資料は全て 目の前に

おいてある。その資料は1999年8月31日 に

さかのぼる。ほぼll年 の歳月が流れている。

資料の中に 「山下鬼瓦工場」というタイ トルの

ものがあった。何度もこの資料には目を通 し

た。そして、よし、書き始めるかと決めた後、

再度読んでまとめているとき、生年月日が抜け

ている事に気づ き、山下鬼瓦に早速電話をし

た。奥さんが出られ話をす るうちに、「うちの

主人は山下吉範ではな く、久男ですよ」 とな

り、さらに 「私は貴美枝ではありません。美知

子 といいます」「満州へ行った事もあ りません」

となり、話がどんどん食い違い始め、こちらも

どぎまぎを超えてパニック状態にな り、心のど

こかで 「そんな馬鹿な…」と嵐のようなものが

巻き起こっていた。 しばらく話 しながら、心を

落ち着けて 「ほかに山下鬼瓦は無いですよね

え」 と聞 くと、なん と一件ほぼ同じ名前の鬼板

屋があるという。それが 「山下鬼瓦工場」だっ

た。つまり、ll年 前の今頃は、私 自身が次々

といろいろな鬼板屋に出向き、話を聞きなが ら

フィール ドワー クを精 力的 に していたので

あった。その結果が現在あるた くさんの資料へ

と繋がっていったのだが、ll年 の時の流れの
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(2) 鬼師の世界

中で、山下鬼瓦 と山下鬼瓦工場が一つに頭の中

でなっていたのだ。「山下鬼瓦」の工場へは当

時出向き、確かにインタビューもしたはずで、

よく覚えているのに肝心なもの(資 料)が 見

当たらないのであった。手元にあるのは「山下

鬼瓦工場」の資料であった。第二のパニ ックで

ある。あまりに資料が多 くなり、どこにあるの

か分からない。結局、あきらめて、その旨を、

今回、中心人物になる山下敦に事情を説明し、

「山下敦一本で行 きます」と了承 を取る事に決

めた。 ところがなん と、その電話を切った後、

フッと何気な く上を見上げたところ、A4の 用

紙が束になって置かれている棚が目にとまっ

た。何 となく気になって立ち上がって取 り上げ

て次々と見ていくと、すぐに、「山下鬼瓦 白地」

が出て来たのである。「あった一」っと心の中

で叫んでいた。す ぐに電話をまた取 り上げて、

山下敦に 「あ りましたよ一。これで書けます」

と告げたのだった。本当に危 く、違う鬼板屋同

士を合体 させて書 く一歩手前まで行ったこと

になる。資料の不備が逆に幸い して救って くれ

たのかなと考えている。さて本題へ移る事にし

たい。

山下鬼瓦白地

山下鬼瓦の基礎を築いた人物は山下久男で

ある。昭和6年10月13日 に生まれている。生

家は当然のことながら鬼板屋ではない。 しか

し、粘土を扱う家であった。「かまど」(竈)と

か、「くど」 ともいうものを作 る家で、煉瓦も

作っていた。 ところが終戦後 しばらくすると、

電気製品が徐々に出回るようになり、かまども

煉瓦 も台所の必需品としての役目を終えたの

である。廃業すると久男の父は会社勤めを始め

た。久男も同様であった。

これが他の土地ならば今の山下鬼瓦は無い

が、高浜が生まれた土地である。ちょうど電気

製品とかまどが入れ替わる昭和35年 ごろから

「白地屋」 と呼ばれ るプレス機械を導入 して、

鬼瓦を作る仕事が高浜に登場する。そのことは

一般の素人が プレス機械さえあれば鬼師にな

る修業を経ることなしに鬼瓦が造れることを

意味した。山下久男は 孚(ヤ マキ)鬼瓦の神谷

喜代一に会 う。そして山下親子にプレス機械を

入れて白地屋にならないか と話 を持ちかけた

のであった。もともと土で生計を立てていた親

子なので、一般の人と異なり、会社員の方が彼

らにとってはむしろ慣れない仕事であった。結

果、 プレス機械を一台導入 してもらう事にな

り、ヤマキ鬼瓦の下請 けとして、昭和40年

(1965)に 山下鬼瓦白地が誕生する。場所は山

下鬼瓦白地が現在(平 成22年)あ る春日町(当

時は池田)の 地であった。そして、山下久男と
あ け じ

父の明治、母の 「こう」の三人で仕事を始めた

のであった。木造平屋建ての、鶏舎の一部を改

築 した工場であった。

鶏 舎 の 古 い 、 物 凄 い 古 い、 あ の 、 工 場 だ

か 、 … 工 場 だ な。 ち ょっ と改造 して 、15

坪 ぐ らいの と こで プ レスー 台。昔 だか ら蛍

光 灯 は一 個 だ けか な。薄 暗 い と こで 始 め た

だ ね 。 その 日に造 っ たや つ は、す ぐに、あ

の 、 表 へ 置 いて 乾 い た だ ね。

昔 は ほ いだ で 、 あの 、 あれ じゃ ん、今 で こ

そ、表 に 干 さん で 乾 燥 で み なや っ ち ゃ うけ

ど、 わ て 、 表 に 天 日干 し して、 表 に 干 し

ち ゃ、や っ て 来 た わ け じ ゃん 。 一 日 に作 る

個 数 も今 と比 べ た ら少 なか っ た し。

一 日 に 最 初 の 頃 な ん か
、 あ れ じ ゃ な い

の … 、 慣 れ て 来 て 、30個 ぐ らい の 事 じ ゃ

な い の 。20か30。 む ず か し くて な か な か

や れ ん か った 。

教えて くれたのはヤマキの神谷喜代一で、直接

来て、プレスの使い方を教えて くれたという。

そ して、ほぼ時を同じくして、高浜に白地屋が

あちこち誕生 し始めたのである。昭和40年 は
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鬼師の世界 (3)

東京オ リンピックの年であ り、この頃に鬼師の

世界が急激に変貌 し始めたのである。それ ま

で、プロの修練を経た鬼師だけが作ることがで

きた鬼瓦が一般の素人で もプレス機械 さえあ

れば造れるようになっていったのである。

白地 屋 さ ん、俺 の 頃 か らほ い だ で 、一一気 に

増 え て き た じゃ な い の。昔 か らの 鬼 屋 さん

は10軒 か15軒 じ ゃ な か っ た の か な 。 ほ

うい う とこへ 、勤 め とった 人 ら等 が 独 立 し

て。 ヤ マ キ鬼 瓦 の 、教 えて も ら った 親 父 さ

ん も鬼 金 さ ん っ て と こへ 習 い に行 って て、

自分 で 独 立 して や られ た だ け な もん な。

もちろん急速に増えたのには理由があり、わざ

わざ職 を替えてや るだけの採算が取れたので

ある。

毎 月 の要 る 費用 が 少 な か った とい うのか 、

わ りか し、 そ ん な 、 あ の 、 難 儀 せ ん で も、

わ りか し楽 に来 れ た だ け どね 。 け っ こ う、

あ の 、 他 の 業 種 か ら比 べ る と、 け っ こ う、

率 が 良 か った じゃ な いか な。 多分 。

ほ りゃ、(昭 和)48年 ぐらい に、 あ の 、今

住 ん どる家 を造 っ た だ け ど、一 年 ぐ らい た

ち ゃ あ、 元 が 取 れ ち ゃ う ぐ らい の 。

作 る片っ端か らみんな売れてっちゃうだ

もん。

結 局 、ほ うや って 今 まで は石 膏 型 だ とか 手

で 作 っ とっ た品 物 が 機 械 化 して も、値 段 が

お ん な じ ぐ ら い の 値 段 で 売 れ て っ ち ゃ っ

たわ け。 一 日に10個 作 るの が 、機 械 で や

る と50か ら70て え と、も うか る わ け じゃ

ん 。(第1図 参照)

このような流れで山下鬼瓦白地 は順調に経

営の基盤を築いていった。一方、昭和44年 に

は久男が結婚をし、山下家に美知子が新 しい戦

力 として加わっている。昭和23年7月2日 生
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(4) 鬼師の世界

まれである。土いじりなどとは全 く無縁の家系

の出で、本人も会社員をしていた。 この二人の

間に山下敦が長男 として生まれているのだが、

誰か器用な人はいなかったのか と美知子に聞

いてみた。理由は、最初に話を聞いた久男から

はそうした事は出なかったからである。

器 用 な人 っ て い う と私 の父 親 か ね え。自慢

じ ゃ な い ん で す け ど、 あ の昔 、 デ ン ソー

行 っ とっ た と きに 、あ の 、鉄 筋 の 家 、鉄 筋

の 家 をね え、 あの 、 作 っ た人 な ん で す よ。

だ か ら、 な か な か 、 そ の 、 一 本 気 で 、 ま

あ 、頑 固 で ね。 私 の 父親 が ね。

まあ、器用貧乏っていうのか しらね。暇が

あると何か自分で物を作って しまうって

いう。まだ健在ですねどね。まだいるんで

すよ。その自分で作った鉄筋の家にまだ住

んでるんですけどねえ。

くりの好きな人間であった。ところが、美知子

本人も美的な才能のある人である。ちょうどイ

ンタビューをしていた部屋には美知子が描い

たとい う絵が何枚 も飾 られていた。(第2図 参

照)

あ 一 、 小 さ い 頃 に ね え、 特 別(才 能 が)

あ っ た とは 思 え な い で す け どね え。 で も、

落 書 き は好 き な ほ うで して …。

で も、 まあ 、(今 は)絵 を趣 味 で 描 い て る

ん で す け どね。 う一 ん とね え 、パ ス テ ル と

か ね え。 あ と、水 彩 とか ね え。 下 手 で す け

ど、趣 味 で。

母親の美知子は自分自身が物つ くりをする感

覚を知っているせいか、美知子の絵 と一緒に

飾ってあった息子、敦の鬼瓦を見なが らさらに

言葉を継 ぐのであった。

父親は美知子が言うようにとても器用で物つ 鬼 作 るで も、 や っ ぱ り人 そ れ ぞ れ 、 これ 、
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第2図

「待ちぼうけ」山下美知子 作
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鬼師の世界 (5)

性 格 が 出 るんで す よ。こ うや って 見 る とね。

だか らいつ もや っぱ り謙虚 な気持 ちで、

やっぱ り鬼 を作ってほしいなあ と思 うん

ですよ。

そ して 次 の よ うに 敦 が 作 っ た 鬼 を 評 価 して い

た。(第3図 参照)

意 外 と真 面 目 なの か ね 。 これ 、私 が 言 う と

可 笑 しいで す け ど。 この 一 、昔 の職 人 さん

気 質 が ち ょっ とあ る よ うな 気 が す る ん で

す け ど。 ど うで し ょ うか 、 見 て … 。

山下鬼瓦

田 戸 に あ っ た 山 下 鬼 瓦 白地 の 工 場 を 訪 れ た

の は 平成ll年(1999)8月31日 の 事 で あ る。

この 時 、初 め て 山 下敦 に 出 会 っ た 。 昭 和45年

(1970)9月17日 生 まれ の 茶 髪 の ヤ ンキ ー な 感

じの29歳 に ま さ に な らん とす る頃 で あ っ た。
しゃ か ら だ

そ の斜 に構 え た 身 体 か らフ ッ フツ と した 情 熱 ・

情 念 の よ うな もの が 溢 れ て い た。ビ ッ ク リ した

の は 、敦 が作 っ た 鬼 を 見 て か らで あ っ た。 三 州

の 鬼 とは 明 らか に 違 うシ ャ ー プ な感 じが す る

鬼 で あ っ た 。 一 目見 て 、 「この 子 は 出来 る」 と

思 っ た。そ れ が 最 初 の 出 会 いで あ る。当 時 す で
あらわ

に鬼師 としての自覚 と才能を顕 していた敦で

あったが、十代の頃は想像することがで きない

ほど、意欲が無 く、無自覚で、まして鬼瓦なん

かには関心なども示さない人間だった。敦はそ

のころのことを次のように話 して くれた。(第

4図 参照)

鬼瓦、プレスで造る鬼屋の長男ですか、息

子ですか…。ちっちゃい頃から鬼瓦に囲ま

れて育った。でもこういう業界に入るまで

は何の興味も無いっていうか、ただの鬼瓦
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第4図

鬼面瓦 を持つ山下敦(1999年8月31日)
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(s) 鬼師の世界

屋 さ ん だ … 、 何 の 興 味 の 無 くて … 。 て 思 った ん で す よね 。

自由気ままに育っていた敦は高校に入学 した

ものの学業に身が入らず16歳 で高校を辞めて

いる。困ったのは敦の親であった。父の久男は

この事件に関 して語って くれた。

「俺、学校いやだ」 というか ら、ほれじゃ

あ、この道(鬼 師の世界)に 入って技術を

身に付けておけばやってけると思ってあ

れ した(鬼 板屋へ入れた)じ ゃないの。

その頃、山下鬼瓦白地は幸いにも経営が順調に

伸びていた。つまり敦がプレス職人 として働き

いずれは後を継 ぐという道 も十分にあった。と

ころが久男は息子をなんと 「鬼師」にさせる決

意をしたのである。敦にとっては後の人生を決

定 した大転機であった。

や っ ぱ り、 プ レス と い うの は す ぐや れ る

じゃ ん ね。誰 で も。一 番 も とに な るの は技

術 じゃ ん ね。 一 番 も とに な る の は …。

あ の 、 どん な仕 事 が 、 あ の、舞 い込 ん で き

て も、 「あ あ、 よ うご ざ い ます 。 す ぐ作 り

ます 」 っ て 、 ほ う い うふ うだ と、 まだ 今 、

現 在 だ っ て け っ こ う忙 し くや っ て け る

じ ゃ ん ね 。 技 術 を 身 に つ け て お け ば 、 食

い っ ぱ ぐれ が 無 い とい う こ と じゃ な い の 。

あ る程 度 そ うや っ て 、出 来 ん 中 で 、プ ラ イ

ドもあ る し、ほ ん な と こ じゃ な いか な。 プ

レス は 一週 間 もあ れ ば 出 来 る じ ゃん ね 。

方向の定 まらないぶ らぶらした敦を鬼師への

道へと最初に導いたのは父、久男であった。目

の前で話を聞いていた母親の美知子 も応 じる

かのように当時のことを話して くれた。

ま あ、学 歴 ど うの こ うの っ て い う よ りもね

え、あ の 一、先 ど うや って 行 くの か し ら っ

で 、 あ の 一 、 鬼 の 修 業 に行 き ます で し ょ

う。 子 供 、 本 当 に そ の ま ま給 料 な しで ね。

あ の 、 行 くわ け で す よ。 で も、 最 初 、 あ

の 、 自転 車 乗 って 、あ の 一 、往 復 す るん で

す け どね 、 家 と。 私 が こ こで(田 戸 工 場)

働 い て 帰 って い くわ けで す よ。5時 にな る

と帰 るん で す よ。5時 に な る と途 中 で 息 子

の 自転 車 で 帰 る あれ が 見 え る んで す よ。そ

うす る と、 あ の 、後 姿 見 て 、 も う本 当 に 、

あの 、 「何 とか が ん ば っ て ほ しい な 」 って

い う、そ ん な気 持 ち だ け… 。 で も、最 初 本

当 に、 この 一、背 中 の 後 姿 、 あれ は も う忘

れ られ な い のね 。

このように敦は両親に導かれ、見守 られなが

ら、鬼師への世界へ旅立ったことがわかる。し

か し、本人は全 く事の重大 さがわかっていな

かった。 しか し、敦が高校を16歳 で辞め、両

親によってす ぐに鬼師の元へ と送 られたこと

は敦に とって決定的な意味を持つことになっ

た。 この ことは敦が事実上、ほぼ中学校卒で

鬼師の門を敲いた事を意味する。小学校卒業

から中学校卒業あた りの十代で鬼師の世界に

入ることの重要性 は私 自身が沢山の鬼師か ら

話を聞 く中で何度も耳に し、実際にその違い

を鬼師自身 と彼 らが作 る鬼瓦を見て確認 して

きた事である。それはちょうど外国語 を学ぶ

年齢が早いほど良 く、十代を過 ぎて始めると

学ぶ事はできてもその言葉に母国語のような

自然な滑 らか さが宿 らず、反対にぎこちない

言葉 になるの と限 りな く似てい る現象であ

る。単なる知識のレベルにとどまらず、本人

さえもうまく説明で きない身体知のレベルへ

と移行 して しまう。 この境界の内側 に入 るか

否かが 自然な滑らか さをものに出来 るかを決

定的な ものにする。

ところが敦の鬼師への道の りは全 く順調で

はなかった。まず敦本人自身が鬼瓦に対する興
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味が無 く、「鬼師になりたい」 という強い動機

がまった く欠けていたのである。最初に久男に

連れて行かれた先が(株)丸 市であった。なぜ

丸市になったか といえば、実はその頃、山下鬼

瓦白地では工場でプレス用に使 う金型の原型

を丸市に注文 していたか らであった。

丸 市 さん 、家 紋 屋 さん が あ るで し ょ。 も う

今 、ほ とん ど手 作 りの 鬼 瓦 はや って な い ん

だ け ど。そ こに三 ヶ月 間。 も う今 亡 くな っ

て 死 ん じゃ っ たん で す け ど、神 谷 正 男 さん

て 方 が そ こ にみ えて 、そ の 人 の 下 で 三 ヶ 月

間 で す か … 。 ま、ほ い で 三 ヶ月 た った とき

に、 ま、 自分 は若 くて 、 何 とい うか 、 「こ

い つ はや る気 が 無 い」み た い に 取 られ た の

か わ か らな い で す け ど、あ る 日、突 然 、「お

前 、来 ん で もい い や」 っ て 言 わ れ た ん で す

よね 。

敦はこの件については自分の非を認めている。

全 くやる気が敦にはなかったのだ。

毎 日通 っ て な い す け ど、 遊 ん で ば っか で 。

しかし、そのやる気の無い敦ではあったが、不

思議 と丸市で何を したかはしっか りと覚えて

いた。

え ぶ りだい
一 番

、 初 め て 行 っ た 時 、 柄 振 台 。 字 入 り
かな

の。 あ れ を ひ た す ら、あ の 、初 め て 、金 べ

ら持 っ て磨 き ま した 。

さ らに敦は本人 に とって最 も重要な体験 を

語ってくれた。

ほ い で 、 そ ん 時 、 丸 市 さん の 社 長 … 、 あ

あ っ とね、今 の 、加 藤 元 彦 さん か な… 。 あ

の 人 が 後 ろか ら、 こ うや って 持 っ て くれ

て 、 「こ うや っ てや るん だ ぞ 」 って 。

あ れ が で す ね 、 意 外 と 大 き か っ た よ う

な …。

ほ い で 、 まあ 、 見 よ う見 真 似 で 、 磨 いて 。

敦は鬼師になる処女体験 を語 っているのであ

る。そしてその体験は興味とかやる気 とかを通

り越 して、敦の心に強烈に焼 き付けられている

事がわかる。ほんのちょっとした手取 り足取 り

風の体験だったとはいえ、次のように語られた。

手取 り… 、 う一 ん 。 一 瞬 だ け っす よ。

あ と何 や った か な …。 影 盛 。 型 起 こ しの。

起 して 磨 い て シ ビ を 彫 る。 彫 っ て ま した

ね。教 え て も ら い なが ら。あ ん な もん彫 れ

る わ け な い ん す け ど。

それ ぐ らい しか … 。 あ と、ほ とん ど行 っ て

な い っ す ね。そ うす る と、(笑い)何 日お っ

た ん か な … 。 三 ヶ月 も お らん か っ た か な。

(笑 い)

ほ い で 、 「来 ん で もい い よ」 っ て ふ うで 、

お払 い箱 っ す よね。 そ れ が 始 ま りっす よ。

加藤元彦か ら一瞬の手習いを受けた後は、見 よ

う見真似の世界に入る。その ときの手本 となっ

たのが神谷正男である。

石膏で影盛で も、粘土詰めて、ほいで取 る

だ とか、ああい うのは習ったか もわか らん

すね。

神 谷 さ ん の 奥 さ ん が そ ん 時 に 一 緒 に … 。

(仕事 場 で)三 人 ぐ らい並 ん で … 。 え らい

狭 い と こ ろで … 。

このように敦は自分 自身の鬼師 としての原風

景 をはっきりと覚えている。 ところが、一方
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で、敦の友達 と遊んでばかりいて、仕事はほと

んどやらないに等 しかったのであった。文字通

り、髪を金髪に染めた遊びに興じるお兄ちゃん

風の人間だった。「お払い箱」になってしばら

くぶらぶらしていた敦が父、久男に連れ られて

次に行 った鬼板屋が山本鬼瓦 だった。(高原

2005)し かし山本鬼瓦では手作 りの修業はほと

んどさせてもらえなかったという。

当時 は、 バ ブ ル じゃ な い っ す か 。 ほす と、

自分 一 番 若 い じゃ な い す か 。 要 は、 雑 用

ば っか す よ。

雑 用 ば っか す ね 。 窯 積 み 、窯 出 し、粘 土 荒

地 出 し、 トラ ッ ク積 み 。 も う そん な毎 日。

ほ いで 、も うほ とん ど手 作 りさせ て も ら っ

て な い っす 。 二 年 間 。

わずか3ヶ 月いた丸市では手作 りの修業をす

ぐにさせてもらったのと比べると、山本鬼瓦で

敦が置かれた環境は最悪であった。雑用に追わ

れていた。 しかし、それでも、仕事の合間に、

敦は鬼瓦を作っていた。すごい事だと思う。疲

れて何 もしな くなって もおか しくない状況で

あろう。

ほ い で も、 あ る程 度 は作 らせ て も らっ た。

作 る っ て い っ て も 型 で 作 っ た 経 ノ 巻 と

か …。

ほいで、その頃も相変わらず仕事する気な

んか…。鬼師になりたいなんて思ってもな

いもんすから。

雑用に追われなが ら、仕事に身が入 らない敦

は、鬼師になろうという気持ちさえ持っていな

かったのである。会社へ行 く事 さえもサボって

遊びにうつつを抜かしていた。ところが遊びか

ら戻 り、雑用をする合間に敦は鬼瓦を作ってい

た。全体に仕事に興味が持てないながらも、鬼

瓦を作 るときは何処か意識のモー ドが切 り替

わっていたようにみえる。同じ職場にいた事実

上の親方に当たる職人の山本種次からいつ し

か声を掛けられるようになる。その当時は敦は

種次に対 して恐れ多 くて直接名前を呼んだ事

はな く、「スミマセン」 とかいって話 しかけて

いたという。

たね

種 じい さん が 、 じい さ ん が 、割 りに 褒 め て

くれ て。 そ うっ す ね 、 「仕 事 綺 麗 に や る」

だ とか … 。

ま あ、 厳 しか っ た け ど、 ほん で 、 「お 前 は

素 質 が あ る」 っ て 言 って くれ た ん で す よ。

それ まで 一 言 も言 っ て くれ た こ とが な い

ん で す よ。

褒 めて くれ て 、そ りゃ、可 愛 が って も らい

ま したね 。

何 か 作 った と きに見 取 るん す よ、毎 回 。 そ

りゃ、今 考 え る と とて も じ ゃあ な い が 、採

算 合 わん よ うな。

時 間 か け て 、 ず っ と磨 い て。 ほ り ゃ、 ま

あ、 誰 も綺 麗 に な るわ ぐ らい の。

見 取 っ て くれ て。 「あ あ、綺 麗 だ な 」。 山本

さ ん(山 本 種 次)も 、種 次 さん も、綺 麗 な

仕 事 を す る人 だ っ た もん す か ら。も う、「こ

の子 、割 りに綺 麗 にや る な」 っ て い うふ う

で 、 割 に 目掛 け て くれ る よ うに な って 。

普通、職人は自分の仕事だけに集中して他人の

面倒は見ないものである。まして、敦はもっぱ

ら雑用ばかりさせ られてお り、種次に預 けられ

た弟子でもない。その職人がまだ駆 け出しの敦

を褒めて可愛がったのであった。敦は当時、髪

を金色に染めた遊び人風のちゃらちゃらした

お兄さんであった。そういった敦の風貌にもか
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かわらず、敦が作る鬼に何かを見取ったとしか

言いようが無い。さらに何 と種次だけでなく、

下の一階にいた別の仕事場の職人、杉浦義照か

らも褒められている。こうしたことは職人が人

を外見ではな く、腕で判断する事を告げている

といえよう。

下に義照さん、今でもおるんですけど。あ
へん くつもん

の人もメチャクチャ偏屈者すよ。そうなん

すけど、自分割 りに話してもらってたんす

ね。

そ うな ん す よ。 「お 一 い 、 ず っ て くれ 」 っ

て 言 わ れ た とき、 下 降 りて っ て 、 「よ っ こ

い し ょ」 っ て や っ て … 。

一 回 で す ね
。 あ の 人 、足 音 な しに よ っ て来

るん す よ。 二 階 で 、こ うや っ て て。 な ん か

ビ ン付影 盛 か な ん か の。石 膏 型 作 りの や つ

を。 磨 い て 、こ う置 い とい た ん す よ。 二 っ

ぐ らい っ す ね。

ほ した ら、音 も な しに、 こ うや っ て 見取 っ

て … 、 「この 雲 の芯 の 入 れ 方 、 こ いつ は い

い な」 っ て。 「こい つ は あか ん な あ」 って 。

(義 照 が コ メ ン トを)言 っ た らで す ね、 隣

の種 次 さ ん が で す ね、 ダ ー っ て や っ て 来

て、 「お い 、 俺 の 弟 子 に何 教 え とる だ」 み

た い に喧 嘩 に な っ ち ゃ っ て 、ほ い で 、こ っ

ち に飛 んで 、「下 い っ ち まえ 」 み た い な … 。

何 と山本鬼瓦の手作 りの実力者、山本種次 と杉

浦義照、この二人の職人から敦は褒められ、可

愛が られているのだ。敦が作った鬼瓦は数は知

れていたと思われる。この事の意味するものは

大きい。敦に手作 りの才能があることを彼ら二

人は見切ったのだ。 しか し、当の本人はまだ目

覚めておらず、仕事を合いも変わらずサボ り続

け、二年たつと山本鬼瓦をやめている。いった

ん家に戻 り、山下鬼瓦白地のプレスを手伝いな

がら、手作 り鬼瓦 も作っていた。 しか し、まだ

鬼瓦の技が未熟で、うま く行かない事 に気づ

き、再度山本鬼瓦へ戻っている。 この時は一年

しか続かず、自ら山本鬼瓦をやめている。修業

への意欲 ・意志がまだほとんど無 く、逆に遊び

の欲求、なまけ心などに振 り回されていたので

ある。そういった敦に義照は時折声を掛けたと

いう。

自分 もお とな しか っ た もん す か ら、休 憩 の

ときで も、ず っ と下 向 い とっ た し。 今 み た

い に こん な に しゃ べ るあ れ で も無 く… 。

種次 との揉め事以来、義照か らは鬼そのものの

指導はな くなっていた。それで も義照はいろい

ろと敦に話 しかけたという。

屋 根 の の っ と るや つ を見 て、 「あの 鬼 は え

え なあ 」 とか 、「あ の盆 栽 は い い そ 」 とか 。

「い い な 」 って 言 われ る とそ れ が い い な っ

て 思 っ ち ゃ う じ ゃ な い っ す か 。 ま あ、 単

純 っす 。(笑 い)は い 。

一方の種次は鬼瓦作 りの指導を敦に対 して し

ていた。

重 た い もの を台 か ら降 ろ して あ げ る と、こ

うや って 見 と る と、 「こ こは こ うな っ とる

とい い そ 」 って 。

つまり敦の敵は他でもない自分自身であった。

関心が遊びの方にもっぱ ら向いていたのだ。そ

れで も遊び心を忘れて鬼瓦を作るときの敦は

別人になった。同じ鬼板屋のタイプが全 く違う

二人の職人か ら目を掛 けられた ことがそのこ

とを証明している。腕のある職人から認められ

ることほど力強いものはほかに無い。そして種

次 と義照が敦の心に鬼瓦への興味を導いたの

である。それは、この自分でも何か 「出来る」
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といった感覚であろう。さらに敦は鬼師の原風

景のようなものを語っている。そして、それは

事実、山下鬼瓦の仕事場で時々現在でも見せる

敦の独特な姿なのである。

仕 事(雑 用)を す るの は嫌 だ け ど、 あ あ、

で も、(鬼 瓦 を作 るの は)好 きで も、…、な

い け ど…。

種 次 さん とか 、 昔 、 見 と って 、 「か っ こい

い な」 っ と思 っ た し… 。 「憧 れ 」 み た い な

もん は あ っ た け ど。 あ の う、種 次 さん 、こ

こ(台)足 乗 っ け て 、 当 時 。 も う 死 ん

じゃ っ て お らん け ど。

タバ コ くわ え な が ら、 こ うや っ て磨 い て 、

「あ あ
、 か っ こい い な 」 っ て 。種 次 さん お

らん 時 に 、僕 も真 似 して …。

敦が山本鬼瓦を逃 げるように出たのは敦が

21歳 ごろの事であった。平成13年(1991)で

あり、その頃日本はバブル経済がはじけ、大騒

ぎをしていた時代である。敦は山本鬼瓦を去っ

てからは以後、他の鬼板屋へ入ることはなかっ

た。まだ21歳 前後の歳なので父親の久男は心

配 して、敦をカネコ鬼瓦へ連れて行っている。

ところが山本鬼瓦から敦の勤務態度のあまり

の悪いことが風評 としてすでにあち こちへ と

流れており、カネコ鬼瓦では受け入れを断 られ

ている。 しか し、カネコ鬼瓦の兼子武雄は敦を

半ば受け入れを許可 してもいた。

「うち は使 っ て あ げ られ ん け ど
、わ か らな い

事 が あ っ た ら、 いつ で も来 て くれ れ ば教 え

る よ」 っ て。 親 父 さん(武 雄)が 言 っ て く

れ たん す よ。 それ か ら、 あ の う、 … そ れか

ら、 うち で ち ょっ と作 る よ うに な って 。

そういう単純な事がやっぱ必要なんすよ。

形からっすね。

敦は腕のいい職人になる極意をここで語って

いる。また、敦の師だった山本種次は想像以上

に敦に影響を及ぼ していることになる。「見て

覚える」のが職人の世界であるが、単なる技術

だけではない事がここから伝わってくる。対象

となる職人の仕事場でのさまざまな、この場合

の職人はもちろん鬼師であるが、動きその もの
ひながた

が 「職人」という全体的な雛形になるのだ。 こ

の場合の職人はもちろん鬼師である。つまり、

いかに同じ仕事場で一緒に仕事をすることが

重要であるかをとて もうまく表わ している話

である。敦の中に 「鬼師」の原型がで きたの

だ。山本鬼瓦の三年間のエッセンスである。十

代のしなやかな心を持った時代がこうした環

境にいかに適 しているかという事もわかる。敦

は雑用の仕事 を一方で嫌いなが ら、遊びにふ

けっていたその心に、「鬼師の世界」がやっと

宿ったといえよう。

武雄が敦をこのような形で支えて くれた事は

敦に とって強い新たな師匠を得た事を意味す

る。この頃はバブル経済の余韻がまだ瓦業界に

は十分残ってお り、山下鬼瓦白地は景気が良

かったのである。敦は田戸工場で久男から頼ま

れた金型の原型などを作っていた。そのほかに

もプレスの仕事を手伝ったり、配達をしたりし

始めた。手作 りで作った原型はカネコ鬼瓦の武

雄 に見て もらいなが ら鬼瓦の技術 を磨 いて

いっていた。 しかし、まだ、まだ遊び癖はおさ

まらず、山本鬼瓦で働いていた頃以上に遊んだ

り、怠けて休んだりしていたのだった。

(山 本 鬼 瓦 へ)い っ と った とき も仕 事 して

な い わ け な もん す か ら、うち帰 っ て来 た ら

余 計 に仕 事 な ん か しな い っ す よ。(笑 い)

遊 ん で ば っ か す よ。ホ ン トひ どい もん で し

た よ。

肝心の鬼瓦 も趣味で手作 りをする程度だった。

まして鬼瓦の注文などは無い。あるのは久男か
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らの原型の依頼だけであった。

「経 ノ巻 作 って み た い な 」 み た い な 。 そ っ

す と、 カ ネ コ さん と こ行 って 、 「図 面 って

ど うい うふ うに描 い た らい い す か 」み た い

な。 そ した ら、 「これ あ るか ら、 使 って み

ん」 っ て も らっ て。 まあ 、そん な と こっ す

か 。

敦は25歳 頃まで山下鬼瓦白地で久男の仕事を

手伝いながらも、山本鬼瓦へ行っていた以上に

遊びまわっていた事になる。そして、鬼瓦の修

業は遅々たるものだった。

な ん せ 、あ ん ま作 っ て な か っ た す よ。 ほ と

ん ど作 って な い っす ね 。普 通 そ の 頃 に な っ

て くる と、22,3,4,5ぐ らい に な っ て く

る と、真 面 目 に や っ て る子 は よっ ぽ ど作 っ

て ます け ど。数 え る ぐ らい しか 作 っ た こ と

な い っ す ね 。

ただ敦に とって良かった事はカネコ鬼瓦 と

その間も付き合っていたことである。また、父

親の久男が辛抱強 く敦 を経済的に支え、そし
そ

て、鬼師の道か ら逸れないように工場で使 う金

型の原型を敦に作らせていたことが敦の鬼師

の技術を育てる大きな要因になっている。つま

り鬼瓦製作か ら離れるという長期にわたる空

白期間がない。

ち ょ こち ょ こ、な ん か 、金 型 の原 型 、大 将

(久 男)が 「い や あ、 や っ て み ん か 」 っ て

や っ て。

今 で は考 え られ ん く らい の 時 間 もか か る

し、形 も悪 い し、 よ うあん な んで 、金 型 に

しち ゃ っ た な あ っ て や つ が い くつ か あ る

ん だ け ど。 ま あ、 や っ て ま した ね。

で も、 基 本 、 遊 ん で ま した よ、 ず っ と…。

山本鬼瓦の時代 とは形態は変わったがカネコ

鬼瓦 と付 き合 うようになって敦は第二の鬼師

の理想を見る。もちろん第一の鬼師の理想は山

本鬼瓦の山本種次である。

基本は仕事嫌いで したね。仕事は嫌いなん

ですけど、カネコさんの親父に 「憧れ」て

みた りだ とか…。「格好いいな」っていう

のはあ りましたね。

カ ネ コ さん 行 っ て も、あ っ 、最 初 行 った と

きに 、兼 子 さ ん の 吸 っ とっ た タバ コ と同 じ

や つ 吸 っ て み た りだ とか 。鬼 作 るほ う は全

然 あ れ だ け ど… 。 そ うな ん す よ。

山本種次、兼子武雄 とあこがれる鬼師は変わっ

ていけど、敦は仕事を嫌いながらも常に心の奥
どうけい

底では 「鬼師」に憧れていた。 この憧憬の眼差

しをすでに十代から持っていたことは敦の現

在を理解するのに重要な要因になる。表面上は

不真面目な遊び好 きな人間で通っていた し、周

りからは不評さえもかっていた。だが心の深い

ところでは、本人もあまり意識 しない確固とし

た目標が有ったことになる。その目標 とは 「理

想 とする鬼師になる」ことである。それが憧れ

として時折意識に現われていた。そして折に触

れ、その時点で敦が出来るところを真似ながら

取 り入れていたのだ。

敦が結婚 した平成8年(1996)ご ろ、初めて

久男を通 してではなく、直接に、石英 という鬼

屋から鬼瓦の注文が入った。理由は鬼瓦の白地

組合の会合に敦が山下鬼瓦 白地 として出席す

るようになったからである。すると組合員の間

に敦の素性が知られるようになり、山本鬼瓦で

の3年 間の修業が経歴 として買われたので

あった。その注文は尺六寸の経ノ巻であった。

敦はカネコ鬼瓦か ら石膏型を借 りて製作 に取

り掛かった。ところが、白地の段階で全て割れ

てしまった。作っても、作っても失敗 した とい

う。その頃はいつも石膏型を取 り、型から起こ
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して い た敦 は 、 あ る時 、不 思 議 な事 に気 づ く。

型作 っ て 、作 る と、作 って も傷 が 出 るん す

よ。 あ る時 に、な ん か 、静 岡 の ブ ロー カ ー

屋 さん か ら、な ん か、ち っ こい カ エ ズ が 来

た ん す よ。 そ 一す る と、一 品 もん で 作 る と

傷 が わ りに なか っ たん す よ。

「あ っか ん
、 俺 、 や っ ぱ 、石 膏 型起 こ し向

い て ね え な あ」 っ て。

そ っか ら一 品 もん に こだ わ る よ う に な り

ま した ね。あ え て 型 作 らん よ うに 。自分 に

とっ て よい転 機 で した ね。

現在では当然のことながら技術が向上 して型

起こししても傷は出ないようになったが、その

当時は型で作 るとなぜか傷が必ず出たのであ

る。

そ うす る と、型 作 り嫌 い に な る じゃ な い っ

す か 。一 品物 の ほ うが ち ょっ と出来 が 良 く

な って くる と。 ほ す と、や っ ぱ時 間 か け て

も、 当 然 、 食 っ て け る よ うな 。

傷が出んほうが気持ちいいもんで、ほいで

そっちやるようになった。

そうした事が起きたのが、ちょうど結婚 した頃

の26,7歳 の事であった。もし、型起 こしで傷

がほとん ど出ていなかった ら、今の手作 りを専

門 とする鬼師、山下敦は存在 しなかったかもし

れない。それほどの重要な転機であった。失敗

体験が鬼師としての軌道をさらに高みへ と押

し上げたのだ。 これ以降、敦は経済性、効率性

を追及する石膏型起 こしを主 とする鬼師 とは

決別 し、一品モノの完成度の高い手作 り鬼瓦に

こだわるようになる。

次なる転機はほぼ同時に静岡のブローカー

屋からもたらされる。それまでは三州流の鬼瓦

を作ってきたのである。ところが静岡のブロー

カー屋は静岡流の鬼瓦を見本 として持ってき

たのだった。これが現在の敦の師匠に繋がる鬼

秀流に似た形であった。敦はなぜかわからない

が静岡流、鬼秀流の鬼瓦に魅せられて しまう。

さらに偶然は重なる。山下鬼瓦に静岡からプ

ローカー屋がわざわざ来たということはもとも

と静岡方面の業者と山下鬼瓦白地の間に何らか

の取引があったことを意味する。そしてまず父

親の久男が静岡に行った折 りに手作りの現地の

鬼瓦に驚き、「鬼秀」の作である事を知る。久男

はその流儀を山下鬼瓦白地の商品へ取 り入れる

ことを発案する。次は敦の出番であった。

自分 も車 で 見 に行 って 写 真 とっ て 。 また 、

三 河 の と違 う、か っ こ い い んで す よ ね。 な

ん か、何 て い うの か

ん で す よ。

な んか 、か っ こい い

そ うい うの を見 て 、あ あ、そ うい う腕 の い

い 人 が作 っ た や つ だ っ た ら、自分 も負 け ず

に 同 じ もの を。 同 じ物 を 作 れ た な らば 、ま

あ 、自分 も、 まあ、腕 が い い こ とに な る な

あ と。 ま 、 最 初 は そ う い う考 え で 、 見 て

作 っ た ん で す よ。

何 で し ょ うか ね。 好 きな ん で し ょ うか ね 。

向 こ うの が 。

手作 りへのこだわ りに加え、敦に新しい流儀へ

の転機が重なった。三河の鬼の流儀 とは異質な

静岡の流儀への出会い と、それを作 り出す鬼

師、鬼秀の存在を知ったのである。例によって

敦の 「理想の鬼師」の炎が燃え盛った。実際に

鬼秀に会ったのは平成10年(1998)に 開催 さ

れた 「鬼師の会」であった。

口の 立 つ 、な ん と も、何 て い うの か な、「思

い が 伝 わ っ て く る」 っ て い うの か。 ほ ん

と、職 人 な ん で す よ。 作 務 衣 って あ る じゃ
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な いで すか 。 あれ 着 て、 いつ も、 こ う、仕

事 して、髪 の 毛 長 くて 、か っ こい い ん で す

よ。 た だ の 「憧 れ 」 で すか 。

一品 もん でや る よ うに な っ た け ど
、そ ん な

注 文 もほ とん どな い し。趣 味 み た い な もん

で す よ。 ほ ん とに趣 味 で 。

そ うい っ た流 れ の 中 に い た 山下 敦 に平 成ll年

(1999)8月31日 に鬼 師 の フ ィー ル ドワー ク を

始 め て い た私 が 初 め て 出会 っ た の で あ る。その

時 に 見 た敦 の作 っ た 鬼が まさ に 静 岡流 、鬼 秀 流

だ っ た。(第4図 参照)当 時 は私 は そ の 鬼 が 何 流

か は知 る はず も なか っ た。 しか し、何 と新 鮮 に

見 え た こ とか 。素 人 で も見 分 け が 付 くほ ど流 儀

が 違 って いた 。 この よ うに20代 後 半 は遊 び に

夢 中 に な って いた 敦 の 心 に 「理 想 の鬼 師 」が 宿

り、そ れ を は っ き り と意識 す る よ うに な っ て い

た 頃 で あ る。 その 理 想 の 鬼 師 が 具 体 的 に は 「鬼

秀 」だ っ た の で あ る。 鬼 秀 に あ こが れ て い た敦

が その 年(1999)の 鬼 師 の 会 特 別 展 、 「鬼 文化

江 戸 、東京 物 語 展 」 に 出品 す る た め に精 魂 を込

め て 作 っ た の が 、鬼瓦 の影 盛 で あ る。(第5図 参

照)

そ ん と き に うち の 親 父 さ ん と、 あ っ ち で

(田 戸 」二場)プ レス や っ とって 、 仕 事 も し

て な い の に給 料 も ら っ て 、 や っ と っ た 時

に 、 「影 盛 一個 作 っ て み よ う か な 」 っ て 。

「鬼 師 の 会 が あ るで 」って
。 それ で 作 って 。

何 日か か っ た か知 らん す け ど、これ が始 ま

りっ す よ。

この時の鬼師の会は特別展であった。日本鬼師

の会設立10周 年記念を祝 う展示会だった。い

つもは主催者である京都府大江町 と日本各地

の鬼瓦の生産地で毎年交代で順番に開催 され

ていたのが、その年は江戸展 と銘打って東京で

行われたのであった。全国の鬼師たちがlI月

14日 に江戸東京博物館に集まった。私も碧南

此

賄

轟欝

第5図

鬼文化江戸、東京物語展 「影盛」 II1ド 敦 作
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市の鬼亮 さんに誘われて一緒に現地へ向かっ

たのである。 この時、静岡の袋井市から鬼秀も

上京したのであった。そして敦が出品 した影盛

を初めて目にしたのである。

「何 か 似 た よ う な の 作 る 若 い 衆 が お る

な」 っ て。

つまり、敦はこの影盛をただ一人の鬼師だけに

見せたかったのである。鬼秀であった。 この

時、私はその会場で敦 と出会っている。茶髪で

黒い皮のジャンパーを着て、タバコを吹か して

いた。敦が投げたボールは、見事、鬼秀の手の

中に受け止められていた。何 と、翌年、平成

12年(2000)2月 に本人か ら直接いきな り電

話が来たのであった。作品にはそれぞれ作者の

名前が付いたプレー トがあった。鬼秀は鬼師の

会の名簿を見てメモしていた 「山下敦」の電話

番号を確認 したのであろう。こういう事はそう

有ることではない。

メ チ ャ クチ ャ緊 張 しま した よ。 「お い、 オ

ニ ヒデ さん か ら電 話 そ」 っ て。

敦の影盛が始 まりだった。鬼秀はそれを直接見

て、すぐに反応 したのである。ちょうど敦の師

である、山本種次、杉浦義照がいきなり声を掛

けてきたように。つまり江戸展において、敦は

今から思い起 こすと、鬼秀 と真剣勝負をしてい
かね

たことになる。鬼師の剣はもちろん一本の金べ

らである。見知 らぬ者の飛び込みでの手合わせ

を見て、鬼秀は弟子入 りを許 したのである。

え らい 、快 く迎 え入 れ て くれ て 。 ほ い で 、

初 日 に な ん を や っ た か な あ …。 柄 振 台

と… 、 あ と何 か磨 い た ん す よ。

「お う
、 お 前 、 綺 麗 な仕 事 す る な」 っ て 。

後 、お っ きい お寺 一 つ や っ た ん す よ。 そ れ

が 忙 し くて。 ほ い で 、 足 の 雲 を皮 張 っ て 、

裏 張 っ て 、 表 張 っ て 、 雲 を 途 中 まで 作 っ

て 。ほ い で 、自信 が なか っ た もん す か ら…。

ほ い で も、 まあ 、あ る程 度 、見 よ う見 まね

で。 ほ い で 、 そ こ ま で や っ て 、 「帰 り ま

す」 っ て。(笑 い)「 あ か ん 、ち ょっ と何 か

用 事 が で きた 」 とか 言 って 。

鬼秀はそんな敦に対 して次のように言ったと

いう。

寂 しい な 。 まあ 、 い い や 。 ま た来 いや 。

敦は記念 に図面 をその ときもらって帰ってい

る。いわば面接 と実地試験にパス した事を記 し

た合格証明書のようなものである。敦が初めて

自らの意志で 自ら選んだ 「理想の鬼師」に向

かって踏み出した一歩であった。この時、やっ

と父、久男か ら独立 して歩き始めた事になる。

平成11年 から平成12年(1999～2000)は 敦

にとって激動の年だった といえる。そして奇 し

くもその年に敦と私は出会ったことになる。敦

はこの時ちょうど虫が卵から幼虫に、幼虫か ら

蝋に、蝋か ら蝶になるような変態に似た、鬼師

になるある段階に達 してその変態の時期にい

たのである。それ以後、鬼秀 とは現在に至るま

で師弟の様な関係が続いている。ただ直接の師

弟関係ではない。鬼秀に敦が職人 として入り、

修業したわけではないので、いわゆる直弟子で

はない。

念願の鬼秀 との交流を果たした後、しばらく

静岡のブローカー屋が持って くる仕事をいろ

いろこな していた。注文が少 しずつ来始めたの

であった。(第6図 参照)そ うした敦のもとへ決

定的な仕事が舞い込む。静岡伊豆市にある有名

なお寺である修善寺の鬼瓦の復元工事の仕事

が来たのだった。仕事自体はカネコ鬼瓦へ来た

ものであったが、すでに敦はカネコ鬼瓦へは顔

なじみになっており、そこに来た仕事の一部を

回 してもらったのであった。運もある。まずそ
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の仕事は静岡からのものであった事。それか ら

仕事が来たとき、カネコ鬼瓦はたまたまほかの
ひ と

仕事で忙 しく、他人の手が必要だった事。敦は

次のように話 して くれた。

(自 分 は)静 岡 の 菊 が 得 意 じ ゃ な い っ す

か。 ち ょ う ど修 善 寺(の 鬼 瓦)に 菊 が あ っ

て。 「あ っ、これ や っ て い い っす か 」 って 。

(兼 子 さん が)「 い い よ」って 。 それ で 持 っ

て きて 、復 元 した の が 出来 が 良 くて 。

結果、敦の修善寺の鬼瓦が綺麗に仕上が り、出

来上が りが とても良 く、敦の鬼師 としての腕が

公に認められる大きな機会になった。仕事を頼

んだカネコ鬼瓦からまず認められている。この

ことは次回以降また仕事が回って くる事を意

味する。さらに、復元 した鬼瓦を実際に修善寺

の建物にのせる屋根工事屋からも、そして全体

を仕切 る宮大工の棟梁にも認められることに

なったのである。敦が31,2歳(2001～2002)

になる頃の出来事であった。

その仕事ぶ りが とても良かったので、カネコ鬼

瓦からさらに仕事を回 してもらうことになっ

たのである。

修善寺のやつは静岡の流儀で、波だとか、

ああいうのは、折れちゃいそうな波が付い

ているンすけど。ああいうの、三州好 き

じゃないんすけど。その波がついとる奴を

全部自分にやらせて くれて。

夜、修善寺完成 して、また一回呼んで も

らって、宴会あったんすけど。その大工の

先生みたいな棟梁さんっすか。宮大工っす

ね。次ぎ行ったら、隣 に屋根工事屋 さん

座っとったんすけど。

「この 子 は上 手 い そ」
。

(笑い)ま あ、菊水がよかったんすよね。龍

がちょっと気に入 らんような感 じだった

亭
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(16) 鬼師の世界

ん す け ど。 龍 、で も復 元 、け っ こ う出 来 は

よか っ た ん す け ど。 な ん や 、そん なか で も

菊 が 良 か っ た 。

修善寺の鬼瓦復元工事は敦 自身の鬼師 として

のデビュー作とな り、関係者の間に山下鬼瓦、

山下敦の存在を知らしめる一大転機 となった。

鬼師 としての独立記念 日といえる大事な 一生

を左右する大仕事になったのである。修善寺以

降、実際にさまざまな仕事が敦の下に来ること

になる。16歳 の時、久男に連れられて丸市に

入 り、鬼師になる修業を始めて、31歳 にして
いただき

ようや くある山の頂へたどり着いたのである。

それに して も何 という敦の変貌ぶ りであろう

か。宮大工の棟梁が才能を認めて話 しかけるま

でに敦は成長 したのだ。一一種の英雄が誕生する

物語を髪髭 させ る文字通 りの英雄諌である。

(第7図 参照)

静岡、鬼秀流儀の系統を敦は受け継いでいる

のは明白である。 しかし、敦は特定の鬼屋の職

人として一筋に修業 してきたわけではない。こ

こではもう一一つの鬼の流れ との接触について

言及する。三州鬼板屋の中で最も古い山本吉兵

衛の流れを直接に汲む鬼百 との関係である。こ

の流れが敦には伏流のように流れている。最初

の交わりはかなりの過去にさかのぼる。山本鬼

瓦をあまりの働きぶ りの悪さに愛想を尽かさ

れ、お払い箱になってしまったのは、敦が18

歳の頃の出来事である。その敦はカネコ鬼瓦へ

行 く前に、鬼百の直系にあたる鬼亮のところへ

父、久男に連れ られて行っている。敦によると

鬼亮 とは次のようだったという。

うち

「家 は厳 しい そ」 っ て言 わ れ 、「ほ い じ ゃあ

や め と き ます 」 っ て 。

そ ん なす げ え 男 だ とは 知 らん か っ た し…。

門 前 で … 、そ うっ す ね 。 か とい って そ の 頃

に も し、とに か く入 っ た とす る じ ゃ ない っ

丁ぜ
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鬼師の世界 (17)

す か 。続 い て な い っ す よ。

鬼亮 こと梶川亮治はこのことは良 く覚えてい

た。私は亮治 とは三州の鬼師の中で最 も多 く

会って話をしている。そのときに何度か直接敦

のことを聞いた事がある。亮治によると風評は

聞いていないが、敦の金髪の遊び人っぽい姿を

見て 自分 とこで働いてもらうには合わないと

思い、丁寧に断ったといっていた。ただそれ以

降、敦の成長についてはそれなりに気には留め

ていて、「力量をわきまえて仕事は受けないと

いけないと伝えてほ しい」といわれた事が何度

かあった。一方、敦のほうはとても気になる存

在として、鬼亮があるのは事実である。

実 際 、 会 う と無 視 され ます け ど。 「お っ、

嫌 な野 郎 だ な 、 この 人 は 」 って 。(笑 い)

そ して 、 敦 は そ の 心 の うち を 叫 ぶ の で あ る。

(笑い)絶 対追 い越 してや る って …。(笑 い)

者を見つけることは取引先の白鳳瓦にとって

急務の事であった。回 りに回ってきた先が敦

だった。平成15年(2003)頃 の出来事である。

(白鳳 さ んが)き て 、ほい で 、鬼 面 と、な ん

か 経 ノ巻 で 、注 文 をバ ー ン って くれ て 。 自

分 …、 出 来 る と思 っ とったんす よ。 あ の頃 。

あ の人(白 鳳)、 「まだ 出 来 て な いの か 、 ま

だ 出 来 て な い の か 」 っ て 、 催 促 が ひ ど く

て …。

ほ い で 、 自 分 も全 然 技 法 が な か っ た ん す

よ。 ほ 一 し た ら、 作 っ た の は 良 い け ど、

パ ッ カ ー ン、 パ ッ カー ン、 割 れ ち ゃっ て 、

全 部 。

ほ いで 、 まあ 、 「こ ん な 人 の 仕 事 は絶 対 や

らん ぞ」 ぐ らい の …。 自分 も思 っ た し、向

こ う も 「こ ん な と こ、絶 対(注 文 を)出 さ

ん ぞ」 ぐら い。

こういった闘志は以前には全 くなかった もの

であ り、敦の変貌振 りが うかがえる。 また目標

を具体的に持つことはとて もいいことで もあ

る。さらに自分自身にそれなりの自信が付かな

いと出て来ない言葉でもある。そしてこの負け

ん気の強さは鬼師 として重要な要素でもある。

その点で言うと、敦は亮治 とよく似ている。亮

治は、実際、若かった頃、自分の師である父、

賢一や兄の務に対 して同じような感情を抱い

ていた。結果、亮治 とは直接には交わる事はな
まみ

かった。一瞬見えたただけである。ところが亮

治の師匠であった兄、梶川務 と不思議な縁で繋

がっている。務から見ると一番若い弟子 とな

る。そのいきさつを述べたい。

梶川務が晩年になって務の取引先であった

(株)白 鳳瓦の専務(当 時)が 務の後継者を探

していた。務には残念なが ら直系の後継者がい

なかった。それ故、優れた鬼師である務の後継

白鳳 との仕事は失敗に終わったが、その仕事

が敦を梶川務に引 き合わせ る縁になったので

あった。敦は碧南市の川端にある務の仕事場へ

行 くようになる。

図 面 も らっ て 、 ほ い で 、 家 で 作 り ま した 。

ほ いで 、そ の と きに経 ノ巻 だ とか 、あ あ い

うや つ の わ か らん 事 が あ っ た ら、務 さん と

こ 行 っ て ち ょ っ と聞 い た り、 話 も さ せ

て … 。 も う、ほ ん と、ち ょ っ と話 させ て も

ら った ぐら いの もん す ね。

実 は務 は それ か ら しば ら くす る とい き な り亡

くな って しま った の で あ る。平 成17年(2005)

10月16日 の 事 で あ っ た。敦 と務 が 交 わ っ たの

は一 年 足 らず の 期 間 にす ぎ な い。

一応、葬式出るぐらいのあれだったんすけ

一67一



(18) 鬼師の世界

ど、自分 が 、その 白鳳 さん の 仕 事 を 大 失 敗

しち ゃ っ た もんで …。

務 さん と こは … な ん だ や あ 、 あ 一 、 一 応 、

「山下 君 が来 た ね 」 って 顔 は覚 えて も らえ

る ぐら いの 付 き合 い は して い ま した 。

事実、務は私に 「山下君 という子が最近来て仕

事を手伝っていてくれている」といい、「なか

なか筋があるか ら鍛えてみたい」 と話 してい

た矢先の出来事だった。務 との関係は短 く、残

念な事態で終わって しまったが、後 に、敦は
あ や こ

「おばさん」と呼んでいた務の家内の文子から

務が使っていたタテ型の荒土出 し機の板で出

すタイプのものを譲 り受けている。 こういっ

た話から見えて くることはまだ当時は鬼瓦を

十分に作 りなれておらず、 これか ら変身を起

す直前に敦はいたことになる。そうした時期

に白鳳 を介 して敦は務 と出会ったのである。

務はそうした敦の非凡な才能をすぐに見切っ

ていたことになる。腕のある職人だけがわか

る何かがあるのであろう。ちょうど外国語を

話す人を外見には惑わされずに、音(言 葉)だ

けでその人が外国人か どうかを見分ける(聞

き分ける)よ うに。

白鳳 と同様に敦も変わっていた。敦は梶川務

と知 り合った頃の平成14年(2003)9月 頃か

ら二年間、何 と白鳳 と同じように瓦を習い始め

ていたのである。偶然 として片付けるにはあま

りに不思議な出来事である。この間、二人は事

実上、決裂 していた。そのことを考えるとなお

のこと不可思議なシンクロ現象が二人の間に

起きていた事になる。

二 年 、土 曜 日半 日だ け。 あ れ も大 きか っ た

で す よ。 暇 だ った ん す よ。 注 文 もな くて 。

敦は西尾市にある丸六 さん とい う瓦屋へ手作

り瓦を習いに行ったのであった。

今 で 言 う、基 本 的 な プ レス が 出 る前 の 作 り

方 っす ね 。 一 通 り、 手 習 い っ す ね 。 も う、

これ は弟 子 入 り した って 感 じの 。習 った っ

て 感 じ っす よ ね。 瓦 の 部 品 も、 社 寺 もん、

民 家 もん 、 あの 一 通 り作 りま したね 。

二 年 .ほ い で 、そ この 瓦 屋 さん の 道 具 を全

部 引 き取 って 、そ ん 中で 、瓦 の使 い 方 だ と

か 、そ うい うの もい ろい ろ話 も聞 か せ て も

ら って 。

残念ながら務 と敦の関係は務の突然の死を

もって終わることになった。ところが務 と敦の

関係を取 り持った白鳳 との関係は途絶える事

はなかった。一時、務の死 とまるで同調するか

のように、敦 と白鳳は仕事上で絶好状態に入

る。敦か らすると白鳳は鬼のような催促魔 とな

り、白鳳からすると、敦は手の遅い鬼瓦の仕上

げが下手糞で、傷ばか り出す職人となり、事実

破局を迎えた。 しか し、その白鳳が二年ほど

経って、いきな り敦の前に現れ、金型の原型を

注文していったのである。二年の歳月は双方に

大きな変化をもたらしていた。まず白鳳自身が

変わっていた。自ら瓦を作 るようになってい

た。

敦は16歳 から鬼師の世界に入ってはいるが、

まともに長期にわたって一つの鬼屋で集中 し

て修業 した経験は持っていない。敦の鬼の修業

はバンクモノ的な修業で、あっちへ行 き、こっ

ちへ行きの繰 り返 しであった。独学 といってい

い。ただ唯一の例外がこの手作 り瓦の修業であ

る。二年間、毎週土曜 日に直伝 という形で、手

作 り瓦を習っている。「瓦は一から全部教えて

いただきました」と敦は言う。瓦を教えた師匠

が金原富士男である。敦は自らの口ではっきり

と、「これは自分にとって大 きな転機になった」

と何度 とな く語るのであった。それまで敦が

持っていた鬼瓦に対する世界が大 きく変化 し

たためだと思われる。「屋根の鬼瓦 と瓦の とり
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回 しが良 くなったす」と敦は表現している。つ

まり、それ以前は鬼瓦だけに注意が向いていた

のが、鬼瓦 と瓦の関連性 に目が届 くようにな

り、その使い勝手のよさを意識 したつ くりに気

を配るようになったのである。

鬼 は、 あの う、瓦 の 一 部 だ もん で 、全 体 を

や っ ぱ知 っ と らな いか ん っ て こ とで。あ る

程 度 、 知 れ た っ て い うのが …。

一方の白鳳の変化を敦は次のように言 う。

も詳 しい し。 ほ い で 、どん どん や っ て くな

か で 、 た まに 鬼 もや る よ う にな って … 。

ほ いで 、一緒 に 、 こ う… 、白 鳳 さん の 場 合

だ と、 自分 、型 作 っ た ら呼 ん で 、す ぐ見 て

も ら うん す よ。

「山 下 君
、 こ こは も う ち ょっ と、 こ こ … 」

とか。 ほ す と、確 か に い い ん す よ。 柔 らか

くて い い ん す よ。 そ れ を続 けて って 、どん

どん気 、合 う よ うに な って 来 て 。

東 本願 寺 の 瓦 を 白鳳 さん 作 って 、自分 で 手

で 作 る よ う に な った ん す よ。そ の 白鳳 さん

が 。 ほ した ら、あ の う、作 る人 の 苦 労 だ と

か 、こ うい うの 、あ る程 度 わ か って きて …。

ほ い で 、何 年 か 、原 型 、金 型 の、原 型 っ す

ね 。 唐 草 だ とか 、 そ うい うの や る よ うに

な っ て。

すると、白鳳は少 しずつ鬼の仕事を持って来始

めたのであった。敦は昔の 「ぱっかん、ぱっか

んと割れた鬼の記憶」が鮮明に残ってお り、白

鳳の仕事をいろいろな理由をつけては断って

いた。 ところが、敦 も腕を上げて変わってい

た。その変化 した実態 と過去の記憶のずれを埋

めたのが白鳳か ら受ける事にした金型の原型

の仕事だった。しばらくすると二人は互いの良

さに遅 まきなが ら気づ く事になった。やがてな

くてはならないパー トナーのような形にまで

発展 していく。

金型 どんどんやるにつれて、どん どん気が

合 うようになってったんすよ。

白 鳳 さ ん も腕 は ね え け ど …、 詳 しい ん す

よ。 瓦 とか … 。

施 工 に関 して も詳 しい し、ほ い で 、え ら い

気 の 利 いた … 、み ん な が 知 らん よ う な こ と

・・

作 り手 と顧客 との関係の変化がいかに創作に

影響を及ぼすかが如実に現れている例である。

関係が変化すると創作そのものに亀裂が入 り、

作 り手 と顧客の関係そのものが断絶する。しか

し、作 り手と顧客が自ら変わ り、関係が新たに

なっていくと、創造的な創作が生 まれるのであ

る。粘土を媒介にするパーフォーマンスの妙で

ある。

それ が どん ど ん 気 が 合 う よ う に な っ て く

る と… 。 今 、す ご い っ す よ。 文 化 財 級 の唐

草 で も… 、 来 て、 自分 作 る じゃ な い す か 。

値 段 も な し。 ほ いか ら、値 段 も自分 の言 っ

た 値 段 で くれ る し。 「職 人 は い じ め ち ゃ い

か ん よ な あ」って … 。 こ ろ っ と人 が 変 わ っ

ち ゃ って 。そ こか ら え ら い付 き合 いや す く

て 。

ほ い で 、 何 せ 詳 しい ん す よ。 研 究 熱 心 で 。

この 人 、た まに来 る と、二 時 間 も三 時 間 も

あ の 人 しゃ べ っ て くん だ け ど。 そ ん な か

で 、 色 ん な 知 識 的 な もの を聞 い て …。

最 初 、 え ら い 大 嫌 い だ っ た ん す け ど。 今

じゃ 、あの う、い ろん な 知 識 的 な… 。 先 生

み た い な … 、 は い 。
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(笑 い)ほ い だ け変 わ る もん す よ。 そ れ が

何 か っ て い う と、 作 る苦 労 を わ か っ た。

どっか で … 。 あの 人 が … 。

単なる 「鬼師の世界」だけに当てはまる物語 り

を越えて大きな人生一般にも通 じる人間関係

の難 しさと豊かさを伝える語 りになっている。

重要な点は白鳳の敦の作る鬼瓦に対する見立

てが的確に的を射ている所にある。さらに、通

常は見立てが的を射ているかの確認は限 りな

く難 しい。鬼師の世界はそれをその場で、目の

前で、手直しする事によって二人で確認できる

のである。誰にで もで きることではない。敦は

その微妙な手直 しをす ぐに躊躇無 しに、見立て

た本人の前で、行う技量がある。その場で見立

ての良 し悪 しが現前化す るのである。これは

「見る人」 と 「見 られる人」 との真剣勝負であ

る。職人の世界、そして鬼師の世界の特徴をこ

れほど現 しているものはない。限 りなくシビァ

な世界である。わずかなずれや ミスをも許され

ない世界であ り、それを見抜 く人が存在する。

敦はそうした事実を踏まえて白鳳を見ている。

互いに 「見 る」、「見られる」の鏡像的関係 とい

えよう。

自分 の なか で 、 え ら い良 か っ たで すね 。

敦は白鳳 との出会いとそのコミュニケーシ ョ

ンを通 じて何かをつかみつつあることは確か

である。似たような話を敦はして くれた。

そ の 前 も、唐 草 文 化 財 の や つ 作 って 、ほ い

で 、あ あで もね え、 こ うで もね え …。 白 鳳

さん 、 そ こに 座 って 、 一 緒 に。

「こ うっ す か 」 って … 。 ミ リ とか ほ の ぐ ら

い の 世 界 っす よ。ち ょ っ と直 して 。ま た …、

そ こで 直 す … 。

「お前 も よ う見 られ なが ら直 す な 」 っ て 言

う。

直 して、 二 人 で 、 こ う見 て … 。 「うん 、 だ

い ぶ よ うな りま した ね 」 っ て。 これ で 一・

日。 「検 査 に持 っ て っ て くるわ 」 って 。

ほ い で 、

て っ て 。

ビ ニ ー ル 囲 っ て 、 滋 賀 県 、 持 っ

一 発 合 格
。

若 葉 で も、 あ の う、紋 帳 見 る と、葵 の 紋 だ

とか 、全 部 、自然 の もの … 。 なん す よ。 本

当 は …。 自然 に咲 い て い る もの だ とか 、花

だ とか …。

そ の 、 一 発 合 格 っ て 、 あ ん ま し な い ん す

よ、 普 通 、 業 界 。 あ れ を 、 よ く、 「落 ち 」

とな っ て。

そ うす る と、(白 鳳 さん は)わ ざわ ざ持 っ

て きて … 、花 の写 真 持 っ て来 て …。

家 紋 一 つ で も、み ん な 、例 え ぼ紋 を彫 る と

ぺ た 一 っ と彫 っ ち ゃ うん す よ。そ うじ ゃ な

くて、 も う ち ょ い、 こ う … 、 花 な ら、 こ

う、花 ら し く。 葉 っ ぱ な ら… 、ち ょっ と硬

い葉 っぱ な ら硬 く。 え らい 、作 り と して 手

間 なん だ け ど、実 際 出来 た と きに立 派 な ん

す よ。 この あ た りに は な い っ す ね。そ れ が

文化財検査官が見るのだという。そこはクレー

ムが付 くのが当たり前の世界である。一回や二

回の手直 しを命 じられるのはあた り前なので

ある。

も う絶 対 つ き ます。つ け るの が 仕 事 で すか

らね。 だ け ど、それ な りの もの をや っ ぱ り

こっ ち が 持 っ て くと、向 こ う もわ か る じゃ

な い っ す か 。 ほす と、 「あ あ、 い いで し ょ

う。OK」 っ て。
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白鳳 こ と杉 浦 達 雄 と敦 は 「見 る」、 「見 られ る」

の絶 妙 の 関 係 を と りなが ら、敦 自 らの 鬼 師 の 世

界 を よ り豊 か に、 よ り細 や か に 、よ り力 強 く構

築 して きて い る。 白鳳 もま た師 とい え よ う。

あ の 人 の 存 在 は 大 きい っ す よね 。 自 分 に

とっ ち ゃ。 まあ 、細 か い もん が 、白鳳 さ ん

の 見 る 目 に 対 応 して あ げ ら れ る よ う に

な っ た ん す よ。(笑 い)

山下敦が山下鬼瓦の工場 を現在ある春 日町

の家に移ったのは平成18年(2006)二 月の事

である。古い木造の漆喰の壁を持っ工場であ

る。敦が ことのほか気に入っている場所であ

る。一般の人にとっては好いとはいえないよう

な場所で、通 りから引っ込んだ陽があまり射さ

ないどちらか といえば薄暗い仕事場である。と

ころがそこが良いと敦は自画自賛する。そこは

鬼師でないと本当の良さがわか らない世界で

ある。

夜 なべ して い る と、何 時 ぐ らい か な … 、10

時 とか … な る と、パ ー っ て暑 くな る時 が あ

る ん す よ。

な ん か 吸 っ た り吐 い た り… し ます よ。呼 吸

す るっ て よ く言 う じ ゃな い っす か 。ほ す と

湿 度 は 上 が っ て な い け ど、 湿 度 が あ っ て、

上 が るみ た い 。

夏場 な ん か よ うわ か るん す け ど。 急 に、ぶ

わ 一 、 じ と一 っ と して 来 た り。 ほ い で 後 、

急 に 「涼 しい な 」 っ て な った り… 。

これが っ すね 、5時 に上 が っ ち ゃわ か らな

い んす け ど、夜 なべ す る と気 が つ くん す よ。

そして敦は鬼師にとって決定的なことを言う。

乾燥が本当に楽になりましたね。傷が激減

しました。

ここ、壁 あ る じゃ ない で す か。 これ 、今 じ ゃ

なか な か な い、 え らい上 手 な 感 じ ら しい っ

す よ。 や っ ぱ、 こ こは作 るに適 した …、 良

い仕 事場 っ す よ。メチ ャ クチ ャ良 い っす よ。

敦は仕事場の壁が漆喰で厚 く塗 り込め られて

おり、その湿度の調整の自然な動 きに驚いてい

る。

もう良いっすね。乾燥が鉄鋼(で 出来てい

る以前使っていた工場)に 比べると、全 く

違いますよ。

も う、普 通 、そ こそ こ二 尺 ぐ らい の経 ノ巻

に な る と、あ の 、 どっ か で 、 こて ん っ て 倒

した り、 ピ ッ と来 た ら、埋 め て や っ た りと

か 、 そ うい う作 業 はな しで す よ… 。

全体に綺麗に乾 く。

このことは別の言葉でいうと、手作 りによる物

作 りには昔ながらの土壁が、特に土か ら生 まれ

る瓦作 りには最適で、最新の素材か らなる建物

がいっも良い とは言えないことを示唆してい

る。確かに古い伝統的な日本家屋に入ると冷房

をきか していない夏で もひんや りして心地よ

いものである。現代式の機械で強制的に空調す

る建物よりも手作 りの鬼瓦は自然な生 きた空

間を好むといえる。

この新 しい(古 い)仕 事場に敦にとって第二

の修善寺 とも言える重大物件が舞い込む。平成

18年(2006)8月 、移って半年足 らずの事で

あった。皇居の屋根の葺き替え工事に伴 う鬼瓦

復元の仕事が来たのだ。このタイミングの良さ
わざ

は神の成せる業 としか言いようがない。敦がベ

ス トの仕事場に移った時にベス トの仕事が敦

の力量を測るかのように現れたのだ。依頼は宮

内庁である。もちろん直接の依頼ではない。ま
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(22) 鬼師の世界

ずスーパーゼネコンといわれる会社間で入札

があ り、大林組に決まり、(株)埼 三瓦工業(屋

根工事屋)へ 渡 り、さらに(株)天 木(瓦 屋)に

移 り、その天木か ら鬼十(鬼 板屋)へ と仕事が

来たのだ。鬼十はその仕事を山下鬼瓦、鬼英、

丸市に依頼 した。仕事が大規模になるとさまざ

まな業者が中間に入り、適切 と思われるところ

へ下請けに出す事がわかる。山下鬼瓦は文字通

り最末端の現場なのであった。下請けの下請け

のそのまた下請けといった場所が、鬼が生まれ

る空間なのである。鬼は中心か らはるか離れた

周辺で生まれる。

最初 の鬼瓦の注文 は一つの鬼瓦が三つの

パーツに分割 され、三軒の鬼屋へ注文がいっ

た。敦は鬼の足の部分を受けたという。ところ

が出来上がってそれぞれを全部揃えてみると

全体に良 くな く作 り直 しになっている。その

後、次の注文は敦一人に来た。前回で鬼を監督

する人が要求する水準が見えたのである。検査

のハー ドルは通常 よりも高かったのだ。 しか

し、この試験に監督からクレームが付き、パス

はしたものの、完成度において十分ではなかっ

たのである。結果はすぐに次の注文に現れ、山

下鬼瓦には注文は行かずに、別の鬼板屋へ と流

れたのであった。この時点で万事休すである。

ところが敦は運から見放されてはいなかった。

皇居の注文 はい くつもの鬼板屋を回 りに回っ

て、何 と敦の元へ再度戻ってきたのである。こ

のことはどこも監督の基準を満たす事ができ

なかったことを意味している。そうした状況の

中で監督は再度、敦に白羽の矢を立てたのであ

る。ここに登場する監督は大林組の皇居の物件

を任された人物で、松崎洋一 という。山下敦は

監督の事を次のように言っている。

「信 仰 心 」み た い な もの が 見 えて るん す よ
。

見 る 目が あ る… 。気 分 的 な もの もあ る と思

うん す け ど、 その 日の っす ね 。

い ろ ん な 文化 財 見 と る し、あ と、い ろ ん な

美術 館 行 っ て 、い ろ ん な もん研 究 して 、… 。

そ うい う人 は 、パ ー って 見 る と、わ か るん

す よ。

敦は皇居にのっていた鬼瓦 と、他の鬼板屋が今

回作ったものを二つ並べて、自ら図面を描 き、

原型を作 り、その監督に来てもらい、現物を見

せたのである。

1ミ リ ぐ らい っ す ね。1ミ リな い とこ ろ を、

こ こを ピ ュ ッ と取 っ て … 。「ど こで す か 」っ

て 。 目の 前 で 直 して … 。

こ こで 、 直 した ん す け ど。 「うん、 い い で

し ょ う」 って い うふ うで 。

そ っか ら、うち に 来 る よ うに な った 感 じ っ

す ね 。

山下敦は敗者復活戦を制 したのだ。それはわず

か 「1ミリない」世界の闘いだった。それを敦

の仕事場で監督の 目の前でや り遂げたので

あった。

そ うす る とで す ね。一 回 失 敗 して る じゃ な

いで すか 。 「絶 対 逃 が さん ぞ 」っ て い う… 。

も う、 ほ いで 、金 も考 えず に、時 間 も考 え

ず 、メチ ャ ク チ ャ磨 き ま しね。 型 に した ん

す よ。 型 に した後 に 、全 面 へ ら当 て て 、全

面 、一 個 一 個 彫 っ た よ うに 作 る。

ま あ、 細 か い … 指 摘 を 直 して 、 ほ い で 、

作 っ た ら、とて も印象 が 良 くて。 そ れ か ら

ず っ と作 り続 け れ た ん だ け ど。

そ こで 、ち ょっ と手 を抜 く と、全 然 だ め っ

す ね 。

一72
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つまり少 しでも監督からNG(NoGood)が 出

るとまた他の鬼板屋へ行 く危険を常 に抱えな

が ら敦は綱渡 りのような真剣勝負を監督 とし

ていたのだ。監督 自身もうかつな物は皇居に置

けないので、重責を自ら背負いなが ら、この仕

事にふさわしい鬼師を捜 し歩いていた事にな

る。そして敦は監督の期待に応えたのだ。また

予算 も皇居の物件だからといってふんだんに

あるわけは無 く、そこそこの値段で、その値段
き は く

を超えるものを作ろうという気魂があるかど

うかが現実に要請されて くる。敦はそれに正面

から挑んだのであった。そのことを敦は次のよ

うに表現 している。

コ ンマ 何 ミリ とか の ず れ は あ るん す け ど。

全 体 、パ ン ッ と見 て 、真 っ直 ぐ ピシ ッ と芯

通 っ て 、左 右 ピ ッ と来 とっ て、 な お か っ 、

手 作 り感 もあ っ て、それ 以 上 の 何 か が パ ー

ン っ と出 て る感 じが 出 るの に え らい 苦 労

しま した よ。

敦 は さ らに 一・言 で この こ と を言 い 直 して い る

の が と りわ け 印象 的 で あ っ た 。

「圧倒的信仰心」っすか。

「圧倒的信仰心」で作ったものを復元する

んすよ。(第8図 参照)

いきなり 「信仰心」などが飛び出して くると

ドギマギしてしまうが、「圧倒的信仰心」にっ

いて敦はわか りやすく話 して くれた。言われて

初めてその心が胸にスッと入って来 る。

それなりの、 自分、信仰心ないんすけど。

当時の人になったような気持ちで…作 る。

は い 。 「な り切 り」 っ す か 。

作 っ た 人 の 、当時 の信 仰 心 に 負 けん ぐら い

の。 ほ い で 、 な おか つ 、要 は、 「も との や

つ よ りい い 物 を 作 るぞ 」ぐ らい の 気 持 ち っ
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(24) 鬼師の世界

す ね。なか なか 腕 が つ いて こん で いか ん す

け ど…。

い っす よ。 そ うい う、目 に見 えん 差 が や っ

ぱ りね 、 なん か 、 有 る よ うな気 が す る。

自分 で 言 うの もな ん す け ど、 「ど うだ 」 ぐ

らい の … 。(笑 い)

話をよく聞 くと、敦の競争相手は現在の鬼師で

はなく、過去であ り未来の鬼師であった。見え

ない鬼師を相手に腕を競っているのだ。そのとき

に勝負を決めるのが 「圧倒的信仰心」なのだとい

う。敦はさらに具体例を挙げて話 してくれた。

東 本 願 寺 って 浄 土 真 宗 で した っ け。 確 か 。

あ っ この … 平 瓦 と全 部 、瓦 、確 か 、三 河 地

方 で や った じ ゃな い か な 、当 時。 そ ん 時 に

「信 仰 心 」 っ す よ
。

お 寺 とか お 坊 さん に 対 す る 「信 仰 心 」で一

枚 一 枚切 っ て 、一 枚 一 枚 磨 い て。 一 枚 一 枚

細 か い 面 を とっ て 。

ほ い で 、 今 度 、 窯 に。 今 の 窯 じ ゃ な い け

ど、昔 の だ る ま窯 か な ん か知 らん け ど。 穴

か な ん か に積 ん で 、 心 込 め て 作 る じ ゃ な

い っ す か 。

お 寺 に 作 る もん す か ら、仏 像 が あ って 、建

物 が あ っ て 、それ を守 る瓦 。 そ の ぐ らい の

意 識 で み ん な つ く っ と っ た わ け だ も ん

で … 、や っ ぽ い い ん す よ。 メ チ ャ ク チ ャ い

い ん す よ、 もの が。

ところが現代はお寺の瓦を作るのでさえも、た

だの仕事になってしまっていると敦は言 う。

仕 事。 仕 事 っ す よ。

金 っ す よ。

信仰心が全 くない。僕が見 るに。多分な

皇居の鬼瓦の仕事を体験 して、敦はまた一回 り
ふた

も二回りも成長 したように思える。もともと皇

居の屋根に載っていた鬼瓦を昔作った今は亡

き鬼師たち と高度 なコミュニケーションを交

わ しながら作ったことは疑いようがない事実

である。敦は皇居そのものへ行ってその現場を

も実際に中に入って見て来ている。そして何か

を知ったのである。敦は皇居の改修工事を終え

た時に、監督の松崎洋一か ら黒い地肌を持つ大

理石に皇室の菊の紋を彫 りこんだ 「平成の大改

修記念品」を別れ際に 「残り物だけど」っとポ

ンと渡 されている。実際に仕事場で敦から直接

見せて もらったが、実にあっけないほど小 さ

な、手のひらほどのものであった。 しか し、そ

の価値は計 り知れない。事実、(株)天 木や他の

瓦屋 さんたちは「こんなもんもらった奴は見た

ことがない」 と口々に言 う。(第9図 参照)
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第9図

「平成の大改修記念品」を持つ山下敦
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まとめ

山下鬼瓦白地 と山下鬼瓦 について見 てき

た。昭和40年 創業のプレスの鬼板屋 として始

まった山下鬼瓦白地は創業者が今だに健在な

事もあって、初代の生き様が生 き生きと浮か

び上がって くるところが特徴である。二代 目

に当たる山下敦は山下鬼瓦白地 を継 ぐ人物 と

して今に存在 しても決 しておか しくない。 し

かし、初代の山下久男の決断 と導 きにより、16

歳に して 「鬼師の世界」の門を くぐった。昭

和57年 の事であった。この時は敦本人はまだ

全 く鬼瓦に興味はな く、目覚めていないのが

大 きな特徴である。反対に 「鬼師の世界」か

らすぐに弾き出される始末であった。しかし、

それが山下鬼瓦の始まりでなのである。本人

の自覚の有 る無 しに関わらず 「鬼師行きのバ

ス」に乗せ られている。 しかも鬼師になるの

に最 もいい年齢になるのを待っていたかのよ

うに。一般社会の常識か らすると落 ちこぼれ

にな り、不登校生、不良少年 といわれてもお

か しくない敦であったが。

ところが丸市、山本鬼瓦、カネコ鬼瓦、鬼

秀、 さらに、鬼亮、梶川務、白鳳 とさまざま

な鬼板屋 と関係を持ち、転々としてい く人生

を歩んでいる。一つの流儀にこだわらない、現

代のバンクモノと言って も過言ではない。そ

して平成13年 から14年 にかけて修善寺の鬼

瓦を手掛けてお り、山下鬼瓦 として鬼師の世

界にデビューを果たし、その実力を認められ

ている。新 しい鬼師の誕生である。 また平成

18年 からは3年 ほどかけて、皇居の大改修工

事に山下敦が主 になって関わ り、鬼瓦 を作っ

ている。現在では三州の手作 り鬼師の中で若

手実力者の一人 と言 って も言い過 ぎではな

い。山下敦がたどってきた道は一人の若者の

変容の歴史である。そして、 まるで導かれ る

かのように要所要所で重要な人物に出会って

いる。 また大 きな仕事が敦の実力を公開する

場であるかのように機能 しているのが特徴で

あ る。 そ れ は本 人 も大 な り小 な り 自覚 して い

る よ うで あ る。 皇 居 の 物 件 に つ い て の 敦 の 言

葉 が その こ とを 明 白に 示 して い る 。(第10,ll,

12,13図 参照)

一 番 運 が 良 か っ た の は
、要 は、 自分 は 、 こ

う い うの 得 意 な ん す よ。鬼 秀 さん み た い に

鬼 面 が こん な と ころ に 、バ ー バ ー 載 っ とっ

た ら、多分 、自分 じ ゃ勤 ま らん か っ た と思

う し。

たまたま得意分野で…。

そ うな ん す よ。運 も有 りま す よね 。運 と縁

とみ ん な の サ ポ ー ト と。

まあ 、や っ ぱ 、 こ うい うの は 、 自分 で 言 っ

ち ゃあ あ れ だ け ど、来 るべ き 、来 るべ く し

て 、や っ ぱ 、 来 る仕 事 み た い な。

たまに感 じる事があるんすけど。

最後 に敦が目指す鬼瓦について敦本人が語っ

ている言葉をここに引用 してまとめを締め く

くりたい。

傷 は無 い方 が 良 い か ら… 、か つ 、 自分 の 目

指 す の は、形 も良 くて 、ち ゃ ん と瓦 と して

機 能 して、ほ い で 、な お か つ装 飾 も柔 らか

くて 、 「ウ ォー 」 って な る よ うな。

それ 、 目指 す ん す け ど、なか な か難 しい っ

す よ。(第14図 参照)
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第13図

尺5寸 古代鬼面前立又ぎ完成④ 山下敦 作
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